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　今年度も会員増強運動の強化月間が始ま

りました。会員増強とは、ただ単に会員が

入会して増えるというだけでなく、会員

同士の交流の輪がひとつ広がり、将来の

法人会の発展に大きく貢献するものだと

私は考えています。皆さま一人一人の小さ

なお声がけが、足立法人会はもちろんのこ

と、法人会という大きな全国組織に寄与してい

くのが増強活動です。

　ご近所の方やお知り合いの方で、加入されていない

会社様、個人事業主様がいらっしゃいましたら、何か

のタイミングの際で構いませんので、足立法人会への

入会を勧奨いただけますと幸いです。ご理解ご協力の

ほどよろしくお願い申し上げます。

                                   (組織委員長　本田　順一)

　9月25日・26日に厚生委員会主催の大阪・関

西万博視察研修会を実施いたしました。

　初日は、大阪城天守閣や道頓堀を見学して、

万博会場への直通シャトル船が出ている堺市の

ホテルに宿泊。翌日は船上から大屋根リングを

眺めつつ、西ゲートから会場入りしました。

　会場内は駆け込み需要の効果もあり来場者

21万人を超える大盛況ぶりで、パビリオンや

グッズ売り場はどこもかしこも大行列。団体見

学できたのは、予約が取れていたスイスパビリ

オンと三菱未来館だけでしたが、2か所の館内

見学と大屋根リングを歩いて、万博の活気を直

接感じられただけでも開催した意義があったよ

うに思いました。

　厚生委員会では、来年3月下旬に沖縄研修旅

行第3弾として宮古島2泊3日研修会を開催いた

します。詳細は、本誌に同封している案内チラ

シをご参照ください。皆さまのご参加を心より

お待ちしております。

　　　　 （参加19名　厚生委員長 三浦 啓行）

「会員増強」強化月間スタート

　公益財団法人全国法人会総連合（斎藤 保 
会長）主催による第41回法人会全国大会が、
10月16日（木）高知県の高知県立県民文化
ホールにて開催され、当会は鈴木会長、相臺
税制委員長を中心に8名で参加いたしました。
大会では、令和8年度税制改正に関するスロ
ーガンや提言内容の報告、優秀な実績を残し
た単位会への表彰や青年部会による租税教
育・健康経営活動の事例発表など、全国各地
から集まった法人会が最新の活動情報を共有
できるとても有意義な時間でした。
　最後に、次年度の第42回大会が茨城県水
戸市にて開催される事が発表され、高知大会
は盛会のうちに閉会いたしました。
   　　　　  （参加８名　事務局長 橋浦 亮）

第41回

皆さまの一人一人へのお声がけから

本田委員長

スイスパビリオンにて

高知大会への参加

大阪・関西万博視察研修会厚生委員会

法人会全国大会

〇社会保障に充てる消費税の減税は慎重な検討が
　必要将来世代にツケを回さない仕組み作りを！
〇「金利のある世界」への回帰を踏まえ、
　金融市場の動揺を招かない財政運営を！
〇企業への過度な社会保障料負担を抑制し、
　中小企業の活性化に資する税制措置を！
〇本格的な事業承継税制を確立し、地域経済と
　雇用の担い手の中小企業を守れ！

令和７年度税制改正スローガン
◀集合写真

▲斎藤会長

3

足立税務署からのお知らせ

都税事務所からのお知らせ
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第4支部

㈲鷲見建具店 鷲見　憲一　代表取締役社長

　1924年6月に初代社長鷲見市太の個人経営に

より鷲見商店を東京都足立区千住にて創業、

1953年4月に業務発展に伴い有限会社に改組、

有限会社鷲見建具店を設立しました。

　1964年3代目の時に東京オリンピックの区画

整理に伴い、現在の足立区足立に移転し、私は

2003年6月に4代目社長に就任しました。

　業務内容としては、ビル用及び住宅用アルミ

建具・板硝子・木製建具・ドア・笠木手すり・

内装クロス・造作家具の販売及び施工を行って

おります。近年では、お客様のご要望もあり、

リフォーム工事の対応も可能になりました。

　施工主は法人・個人半分程の割合で、区内住

区センターのサッシ工事から個人宅の木製門戸

工事まで多岐にわたりご依頼いただいておりま

す。

　弊社の強みとしては、ご依頼があればすぐに

伺えるスピード感と売りっぱなしにはしない

メンテナンスの手厚さです。

　ありがたいこ

とに昨年創業か

ら100年経過し

ましたが、地元

密着型でお客様

に喜んでいただ

けるよう精一杯

取り組んできま

した。工事後の

仕上がりを見て、自分自身が羨ましいと感じる

ようなクオリティをこれからもお客様にご提供

していけるよう精一杯頑張ります！

細
井
支
部
長
︵
左
︶
と
鷲
見
社
長
︵
右
︶

﹁
直
接
仕
事
に
繋
が
ら
な
く
て
も
会
員

同
士
が
よ
り
気
軽
に
出
会
え
る
機
会
が

増
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
﹂
と
お
話
し

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！

☆概　　要☆

　　　有限会社　鷲見建具店
T E L：03-3849-0770
時　間：９時～18時
定休日：土日祝
住　所：足立区足立3-29-10
アクセス：東武スカイツリーライン五反野駅徒歩5分
東京メトロ千代田線綾瀬駅徒歩20分

支 部 会 員 紹 介
す　 み　 たて　ぐ　 てん

実績について

▲
木
製
門
戸
工
事
︵
個
人
宅
︶ 区内住区センター　

サッシ、トイレブース

ク
リ
ニ
ッ
ク
新
築
工
事
に

伴
う
サ
ッ
シ
・
笠
木
工
事

▲▲

創業当時の写真と
3代目社長が
日経ジャーナルに
掲載された記事

HPはこちら

細井支部長のおすすめポイント
法人の方はもちろん個人宅の注文も受けてくれ
ますので、住居について気になることがあれば
一度ご相談してみてはいかがでしょうか。
創業100年以上の確かな腕を持つ鷲見建具店を
ぜひご利用ください！

▶ 

店
舗
外
観

足立1〜4丁目
中央本町1〜5丁目

5

タカラ住販㈱ 岩田　典子　代表取締役社長

　弊社は五反野、梅島を中心に賃貸管理、売買

仲介、買取再販を行っている地域密着型の不動

産会社になります。

　お客様に寄り添う姿勢を大切にし、一人ひと

りの立場を一緒に考え「笑顔になってもらうこ

と」が最大のやりがいです。不動産は人生の大

きな決断に繋がるものであり、安心してご相談

できる存在であるとともに、単に「住まい」を

紹介するだけでなく、相続や暮らしにまつわる

相談を受けられる“住まいの相談所”を目指し

ております。

　弊社ではファミリー向けの物件をお探しのお

客様が約半数を占めており、地域の学校や生活

環境を踏まえてご提案しております。

　特に五反野は、①東武スカイツリーラインで

北千住や浅草までも近く、都心へも通いやすい

といった交通アクセスの良さ②スーパー、ドラ

ッグストア、100円ショップなどが駅周辺に充

実しており生活利便性が高い③学校や保育園、

公園が比較的近くにあり子育て環境も良く、病

院やクリニックも点在しておりファミリー層に

安心④北千住や綾瀬に比べ家賃や物件価格が抑

えめでコストパフォーマンスが良い等々、魅力

がいっぱいある町かと思います。

　これからも「地域に根差した不動産会社」と

して、住まいや相続、暮らしのことなど幅広く

相談できる場所になれるよう、常に知識の研鑽

を忘れない姿勢で精進します。人に寄り添い、

笑顔を増やすことを第一に五反野の街と共に成

長していきたいです！

岩田社長
法人会の他に五反野商店街のイベントにも参加、役員も
務めている。「地域イベントを通じて住人の方々と顔の
見える関係を築き、“まちの頼れる不動産屋さん”として
活動し、会社はもちろん地元の発展に貢献できたら嬉しいです！」

☆概　　要☆

　　タカラ住販　株式会社
T E L：03-5681-2301
時　間：10時～18時
定休日：火、水曜日（祝日営業しております）
住　所：足立区中央本町２-27-10-1階
アクセス：東武スカイツリーライン五反野駅徒歩1分
東京メトロ千代田線綾瀬駅徒歩24分

全てタカラ住販で
　　　リフォームした物件例

五反野駅

店
内
の
様
子

店舗外観（駅から徒歩1分）
HP
は
こ
ち
ら

細井支部長の
おすすめポイント

五反野・梅島エリアは生活の
便利さと都心へのアクセスの
バランスが良く、家賃も抑え
めで幅広い世代におすすめ！

▲

▲

ファミリーはもちろん、一人暮らし
を希望する学生さんも何でも相談で
きる優しい社長さんなので、五反野、
梅島、綾瀬、北千住付近で物件をお
探しの方はぜひ一度相談してはいか
がでしょうか！
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足立法人会の各ブースの代表担当者に感想を伺ってみました！

資料配布担当：女性部会副部会長

　　　㈲加島解体興業　加島 やす子 様

　資料配布ですが、初日はあいにくの雨で、

法人会PR資料を配れなかったら2日目に回す

予定でしたが、来場者が少ない中でもなんとか

配布することができました。2日目は天気が

良く大勢の方に来ていただきました。役員の

方々２日間お手伝いありがとうございました。

スーパーボールすくい担当：公益事業委員長 

　　　　　㈲ヤジマ　矢島 大介 様

　今年は参加人数が少なく、また土曜日に雨が

降ってしまい、寒い中の開催でしたが、日曜日も

含めまして、参加協力いただきました皆様、お疲

れさまでした。

　日曜日は天気が良かったので、昨年と遜色ない

くらいに子供たちと楽しむことが出来ました。

土曜日は雨で寒い中での開催でしたので、来場

する子供たちは大変少なかったです。それでも

足を運んでくれて、夢中で楽しんでいるお子さ

んの姿を見ると、このイベントに参加してよかっ

たなぁと感じた一日でした。

　最後に、ブース前で一生懸命声を出してアピ

ールしてくれた皆さん、スーパーボール以外の

ブースでも頑張ってくれた皆さん、色々と工夫を

して裏で支えてくれた事務局の皆さん、両日ご

協力をいただきました税務署職員の皆さんあり

がとうございました。

　また来年楽しくやりましょう！

水ヨーヨー担当：公益事業委員会副委員長

　　　日本鋲螺工機㈱　内藤 康裕 様

　開催初日は、あいにくの天気で来場者も少数

でしたが、二日目には沢山の子供たちの笑顔が

見られました。開催前の準備から会員の方々や

事務局の皆さんと楽しく有意義な時間を過ごす

ことが出来ました。皆さん、本当にありがとう

ございました。

税金クイズ担当：総務委員長

　　　　㈱泰成工業所　湯原 誠二 様

　「こども税金クイズ（3問）」を実施し、回

答してくれた親子に賞品として「うまい棒」を

２日間で合計600個プレゼントしました。こど

もたちも親御さんも喜んでくれました。しかし

今回もクイズが難しかったようで、親御さんが

迷うことのないよう、もっと簡単な問題にする

ことが課題と思いました・・・・

ポップコーン担当：青年部会長

　　　㈱末與志商事　田中 健司 様

　子供達が、喜んでくれる顔が見れて、すごく良

かったです。

　先輩や、仲間の呼び込みや声掛けのおかげで大

盛況で終えられて感謝です！

物品販売の収益は足立区育英資金積立基金へ全額寄付し、区内の経済的な理由から
修学が困難な学生の支援に役立てております。

11日（上）・12日（下）お手伝い下さった会員と足立税務署職員の皆さん

あだち区民まつり

雨の中、税金クイズを
してもらってる湯原さん

ポップコーンを配る田中さん

チーム一丸でヨーヨー作成中！

資
料
を
配
る
加
島
さ
ん

子供にスーパーボールを手渡しする矢島さん

10.11　10.12
10：00〜16：00

土 日

今年は千住宿開宿400年

▶



須貝 麻由の

　津軽三味線日本一決定戦「日本一の部」に

挑戦するため、私は“唄付け”の猛特訓に取り

組みました。唄付けとは、津軽五大民謡――
津軽じょんから節・あいや節・よされ節・小原節・

三下り――における三味線伴奏のことです。

三味線奏

者にとっ

て基礎で

ありなが

ら奥が深

く、一生か

け て 磨き

続ける世

界でもあります。

　「一生かけて学ぶものを、どうやって１年で

習得すればいいのか」。そんな不安を抱きなが

ら、師匠と二人三脚の稽古が始まりました。

　大会では、当日くじ引きで演奏曲が決まるた

め、5曲すべてに対応する必要があります。

　まずは師匠の演奏を聴いて真似るところから

始め、節まわしの違いやリズムの変化を身体に

叩き込む日々。民謡歌手の先生にも指導をいた

だき、唄の個性ごとに変化する伴奏表現を学び

ました。できない自分が悔しくて、涙を流した

ことも何度もあり

ました。がむしゃ

らに弾いてきたこ

れまでとは違い、

「初めて挫折を味

わった」と感じる経

験でした。それでも

日本一を目指す以

上、やるしかあり

ません。

　毎日練習を重ね、2014年5月――高校2年生

の春に、ついに「日本一の部」で最年少優勝を

果たすことができました。正直、まだ優勝は難

しいと思っていたのが本音ですが、自信のあっ

た曲弾きで高い評価をいただいたことが後押し

となり、夢だった日本一の称号をいただくことが

できました。

　喜びと同時に、肩の荷が下りた安心感から

か、大会翌日の優勝者演奏の前に39度の高熱が

出ました。「体調が悪くても舞台は空けられな

い」――そんな演奏者としての責任を改めて実

感しました。

　そして日本一をいただいてからも、道は平坦

ではありませんでした。

　まだまだ演奏も未熟でしたし、SNS上での心

ない言葉もありました。嬉しさと同時に、肩書

きの重みも感じるよう

になった時期でした。

　今振り返れば、学生

時代のほとんどを三味

線と全国大会に捧げて

きたと思います。で

も、それこそが今の自

分の土台になっている

ことも、確かに感じて

います。

 〜日本一への試練〜 

 〜称号の重みと歩き続ける日々〜 

第4回

三味線の可能性を広げる試み

8

̶ 「̶伝統を守るだけでは終わらせない」

師匠 二代目小田島徳旺と演奏 当時9歳

祖父母と姉の影響で5歳から津軽三味線を始め、二代目小田島徳旺氏に師事。小学生の頃より全国
大会で優勝を重ね、2014年には、津軽三味線日本一決定戦の最高峰『日本一の部』を当時最年少
16歳で制覇。小学2年生では津軽手踊り東京大会でも優勝。現在は姉とのユニット『津軽三味線
姉妹ユニットまゆかり』でも活動の幅を広げている。

須貝麻由　プロフィール

コラム 　三味線の楽譜

9

民謡音階にとどまらない旋律も奏でられる、

三味線はとても自由で、可能性に満ちた楽器で

す。

　三味線の音色はどこか懐かしく、柔らかく、

日本らしさを感じさせてくれるので、他の和楽

器とのアンサンブルはもちろん、洋楽器とのコ

ラボでも絶妙なアクセントになります。

　三味線といえば「年配の方が弾くもの」「格

式が高そう」というイメージがあるかもしれま

せん。でも実際には、若い世代や小学生も多く

演奏しており、もっと自由に楽しめる楽器なの

です。

　私自身もこれからも、伝統を土台にしなが

ら、三味線の新しい表現に挑戦していきたいと

思っています。

　これまでお話ししてきたのは、民謡や曲弾き

といった三味線の「伝統」の部分。

　現在はその原点を大切にしながら、現代的な

アレンジにも挑戦しています。

　「三味線って難しそう」「聴いたことがな

い」という声も少なくない中で、もっと身近

に、もっと自由に三味線の音を届けたい――そ

う思うようになったのです。

　例えば、弦を２〜３本同時に押さえてギター

のようなコード演奏をすることもあれば、

フレットのない構造を活かして、西洋楽器では

出せない“音の間”を表現することもできます。

　三味線は、楽譜からして独特です。三本の弦に合わせた“三線”で書かれ、指
を置く勘所は音符ではなく数字で表します。さらに曲ごとに調弦が変わり、〈①
二上り ②本調子 ③三下り〉の指定が譜面に必ず記載。仕組みが西洋と違うか
ら、同じ指でも響きがガラリ――それが三味線の面白さです。

 〜三味線の音を、もっと自由に〜 
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第13支部

支部活動報告

開催日：9月3日（水）

場　所：㈱聡建

参　加：17名・13名

開催日：9月17日（水）

場　所：東京都トラック協会 足立支部

参　加：22名

第10・11支部税務研修会・役員会 税務研修会・役員会税務研修会

開催日：10月9日（木）
場　所：松鈴
参　加：17名

第10・11支部

開催日：9月19日（金）
場　所：青木信用金庫 足立支店
　　　　　 ・はなの舞 足立六町店
参　加：14名・14名

第９支部

第８支部
開催日：10月7日（火）
場　所：足立成和信用金庫 亀有駅前支店
参　加：８名

役員会 役員会

　10月４日（土）第26回足立凧まつりに、こど
も税金クイズと大凧から飴玉を落下傘のように
落とすキャンディーシャワーで参加しました。
朝方は青空が広がっていたのですが、時間が経
つにつれ雲行きが怪しくなり、キャンディーシ
ャワーを3、4回行った段階で小雨が降り始めて
しまいました。
　雨の影響で子どもの参加数が少なかったので、
税金クイズも当初は苦戦していましたが、通り
がかりの親子に呼び込みを行い、おおよそ100
名程度ご参加いただけました。

　9月1７日（水）足立法人会館にて、青年部会・
女性部会合同の「税務研修会」「足立税務署と
の意見交換会」を開催しました。
　第１部の税務研修会では、足立税務署の山田
統括を講師としてお招きし、『税務行政の現状』
をテーマに、財政や税制、国税庁の最新の取り
組みについてご説明いただきました。

　第２部の意見交換会で
は、木村署長から女性部
会の社会貢献活動への協
力として、署内で集めた
使用済み切手・書き損じ
はがきを寄贈していただ
きました。今回頂戴した
切手とはがきは、年度末に日本ユネスコ協会連盟
と世界の子どもにワクチンを日本委員会に寄付
いたします。
　税務署職員の方と交流を深める行事は、法人
会ならではのもので、部会員にとっても非常に
有意義な時間になったと思います。ご参加あり
がとうございました。

（参加26名　青年部会 担当副部会長 中田 洋輔）

　昨年が開催自体中止となりま
したので、今年は土手に集まっ
て子どもたちの為に汗を流せたのは良かったで
す。しかし、天気のせいで不完全燃焼に終わっ
てしまったので、来年こそは青空の下で大凧が
揚げられるようになればと期待をしています。
　　  （参加17名　担当副部会長　渡辺　隆之）

第26回 足立凧まつり

合同税務研修会・署との意見交換会青年部会＆女性部会

使用済み切手・はがき寄贈式の様子
木村税務署長（右）と牛島部会長（左）

税
務
研
修
会
の
様
子

表
彰
式
に
て
金
賞
を
授
与
す
る

田
中
部
会
長

▼ OB諸先輩と部会員の集合写真

◀

第133回

ワ

ン
ポイント

葛飾健診センター長

吉原　一郎 先生

『老眼が気になったら空を見よう』
～Ｄｒ.クラとＩさんの健康小話～

なんかこの頃、近くが見えづらくて〜これが老眼か〜

老眼は40代後半になると自覚する人が増える。レンズの役目の水晶体が硬く

なったり、調節に関わる毛様体筋の疲労、衰えが原因だね。

老眼鏡かけたくない（汗）

スマホのような近くの見過ぎは避けないと。

むしろ近くしか見てません（涙）

水晶体の厚さを調節している毛様体筋は文字通り筋肉だから、動かすことで

トレーニングになるよ。

筋トレ？

１日に何回か空を見よう！

それもなるべく遠くを見たり、近くを見たり。

なるほど〜それが目の筋トレですね。

Iさんはいつも現実逃避で遠い目をしてるけどね〜（笑）

そうきたか〜（笑）

Ｉさん：

Dr.クラ：

Ｉさん：

Dr.クラ：

Ｉさん：

Dr.クラ：

Ｉさん：

Dr.クラ：

Ｉさん：

Dr.クラ：

Ｉさん：
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〈月例研修会〉◎法人税を学ぶセミナー

開催日 時　　間 会　　場 テーマ

〈決算法人説明会〉◎決算を前にした会社のために

〈新設法人説明会〉◎新しく会社を設立した方は

知っておいて損はない税金講座

正しい知識が税を少なく

申告ミスをなくそう

会社税務のミス事例

※足立法人会館 ３階会議室　　　住所：足立区千住中居町25−7 　  TEL.3881−0326

※足立税務署 ４階会議室　　　　住所：足立区千住旭町4−21　　　TEL.3870−8911（内線212）

※月例研修会参加費無料（初回のみ、テキスト代として会員1,000円、一般参加者2,000円の負担あり）
※４月より実施しておりますが、基本的にオムニバス形式のため途中参加でも問題ございません。

10：00〜12：00

13：30〜15：30

10：00〜12：00

13：30〜15：30

2025年12月10日

2025年12月11日

2026年１月13日

2026年１月14日

13：30〜16：20

開催日 時　　間 会　　場 対　　象

新設法人

足立税務署4階会議室

足立法人会館

３階会議室

開催日 時　　間 会　　場 対　　象

11月決算

12月決算
13：30〜16：00

説明会・研修会等ご案内

2025年度月例研修会のテキスト ▶

水

木

火

水

2025年11月18日

2025年12月２日

火

火

2026年２月３日 火 足立法人会館３階会議室



　「金を残すは下、事業を残すは中、人を残すは上」——後藤新平

の言葉ですが、小生、金すら残せず、一年が暮れていきます。さて

来年は、何か残せる年にできるでしょうか。

　この１年間ご愛読いただきありがとうございました。どうぞ

皆さま、良いお年をお迎えください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 （柳広報委員長）

公益社団法人
足立法人会報

発行所
足立法人会

足立区千住中居町25−7
電 話  （3881）０３２６

第298号  （通巻360）
令和７年11月１日発行

メールアドレス
koueki@adachi-houjinkai.or.jp

公益社団法人

編集人

広　報　委　員　会
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ド
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︿
選
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後
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間
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足
立
区
に
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住
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現
在
、
﹁
東
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道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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の
会
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﹂
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︵
藤
沢
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秋
庭　

隆
︵
あ
き
ば
・
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か
し
︶

1
月
号
の
テ
ー
マ

　
︻
一
番
︼

　
11
月
の
テ
ー
マ
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七
五
三
﹂
に
多
数
の
お
申
し
込
み
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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報
委
員
会
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選
者
で
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選
し
た
結
果
、
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５
作
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に
決
ま
り
ま
し
た
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も
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

足 立 法 人 会足 立 法 人 会

待
ち
受
け
の　

あ
の
日
の
パ
パ
っ
子　

今
い
ず
こ

﹃
総 

評
﹄

娘
よ
り　

気
合
が
入
る　

祖
父
母
た
ち

晴
れ
が
ま
し
い
ス
タ
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オ
撮
影
な
ど
、
嫌
で
逃
げ
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し
た
か
っ
た
。
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歳
飴
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親
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我
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し
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。
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。
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こ
に
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か
？
で
も
あ
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日
、
親
子
の
絆
は
、

固
く
結
ば
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で
し
た
。

孫
は
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。
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